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施
策
の
基
本
方
針

　市民の誰もが身近でスポーツを楽しめる環境づくりを進めるとともに、地域住民が主体となった
地域スポーツクラブを育成するしくみを検討します。また、市民と協働で総合的なスポーツ情報を
提供するとともに、人材確保のしくみづくりや自然に親しむスポーツ活動の実践を進めていきま
す。
　さらに、スポーツにおけるさっぽろブランドを高めるため、札幌ならではの冬のスポーツの新たな
楽しみ方を発信するとともに、地域に根ざしたプロスポーツを市民とともに育てます。

5,265
0

施策
番号

35,000
708,000

8,264 56.519,773

芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ

スポーツの魅力あふれる街の実現

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 施 策 総 括 調 書

18 年 度
( 決 算 )

事　　業　　名

（ 単位:千 円）

基 本 目 標

重点戦略課題

4

2

サッカー場整備用地取得
2002FIFAワールドカップ記念事業（開催地スタジアム利活用事業）
市民運動広場整備事業

812,596
16,000
41,710

754,801
16,000

実　績　事　業　費

学校体育施設開放の充実
厚別温水プール移転改築事業
区体育館整備事業

17 年 度
( 決 算 )

6,244
0

559,876 0514,650

地域スポーツクラブ育成支援事業【再掲】
地域スポーツクラブ育成支援事業【再掲】
トップアスリートの積極活用事業
ファイターズ屋内練習場市民開放事業
トップアスリートの積極活用事業【再掲】
2007年FISノルディックスキー世界選手権札幌大会の開催【再掲】
ウィンタースポーツフェスタin大倉山【再掲】
ウインタースポーツ振興事業【再掲】

15 年 度 末
( 現 状 )

-
-

283

-

18 年 度 末
( 目 標 )

さっぽろスポーツキャラバン隊【再掲】

施 策

番 号

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

主　な　施　設　、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

-
- 　 -
-

項　　　　　　目

体育館開放校



様　式　ア

施策３

施策４

施策５

●2007年FISノルディックスキー世界選
手権札幌大会の開催準備
・開催準備を行う組織委員会へ補助金
を支出
・関連施設整備に着手（設計等）

●2007年FISノルディックスキー世界選
手権札幌大会の開催準備
・開催準備を行う組織委員会への補助
金の支出、プレ大会の実施
・関連施設整備を実施（宮の森ジャン
プ競技場及び白旗山競技場の改修・
整備）
●ウインタースポーツフェスタｉｎ大倉山
の開催
●実践研究においてウインタースポー
ツに関する意識・動向のサンプルデー
タを入手、中学校スキー授業支援モデ
ル事業を実施

●2007年FISノルディックスキー世界選手
権札幌大会の開催
・開催準備及び大会運営を行う組織委員
会への補助金の支出、プレ大会の検証、
本大会の開催
・関連施設整備を実施（宮の森ジャンプ
競技場及び白旗山競技場の改修・整備）
●ウインタースポーツフェスタｉｎ大倉山の
開催
●中学校スキー授業支援事業、子どもを
対象としたウインタースポーツの体験支
援事業を実施

健康づくり運動とスポーツ振興の連携

●さっぽろスポーツキャラバン隊のモ
デル事業を実施

●キャラバン隊モデル事業の検証を踏ま
え、補助事業としてスポーツ振興事業団
による各種事業を実施（195回 5,500名参
加）

●ファイターズ屋内練習場市民開放事
業の実施

●ファイターズ屋内練習場市民開放事
業の実施
●トップアスリート活用事業（スノーバト
ル、クロスカントリースキー講習会）の実
施、トップアスリートバンクに関する他
都市先行事例の調査

●ファイターズ屋内練習場市民開放事業
の実施
●トップアスリート活用事業（五輪選手に
よる柔道教室及びトークショー）の実施

ウインタースポーツの活性化【再掲】

●学校体育施設開放の充実（新規開
放４校）
●厚別温水プール移転改築（16年10
月開館）
●東区体育館改修の完了（17年1月開
館）
●北区体育館改修に着手（設計等）

●サッカー場整備用地を取得（18,500
㎡）

●開催地スタジアム利活用事業（国際
ユースサッカー大会）への補助を実施

●学校体育施設開放の充実（新規開
放１校）

●北区体育館改修の完了（18年１月開
館）
●サッカー場整備用地を取得（20,813
㎡）
●サッカー場を整備するＮＰＯ法人へ
の補助を実施（人工芝サッカー場１
面、クラブハウス、屋内競技場が完成）
●開催地スタジアム利活用事業（国際
ユースサッカー大会）への補助を実施
●市民運動広場用地の土壌調査を実
施

●学校体育施設開放の充実（新規開放3
校）

●開催地スタジアム利活用事業（国際
ユースサッカー大会）への補助を実施

施策１ 身近でスポーツを楽しむ環境づくり

１6　年　度　(　実　績　) 17　年　度　(　実　績　) 18　年　度　(　実　績　)

主　　　な　　　取　　　組　　　内　　　容

2

基 本 目 標 4 芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ

重 点 戦 略 課 題 スポーツの魅力あふれる街の実現

スポーツ情報の提供や人材確保のしくみづくり

●体育振興会等の地域スポーツ団体
からの情報収集

●トップアスリート活用事業（スノーバト
ル、クロスカントリースキー講習会）の実
施、トップアスリートバンクに関する他
都市先行事例の調査
●「Sports Club Sapporo」のモデル事
業の報告を受け、調査研究会にて検
討事項を整理

●トップアスリート活用事業（五輪選手に
よる柔道教室及びトークショー）の実施

●「Sports Club Sapporo」モデル事業の
データをもとに、調査研究会で地域ス
ポーツクラブのあり方及び支援策を検討

施策２

トップスポーツの積極的活用

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 施 策 総 括 調 書
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●新規開放校(H16～18)　小学校2校　中学校6校　合計8
校
　※ただし、学校統合により小学校体育館が3校廃止のた
め、純増校数は5校。
●厚別温水プール移転改築を完了（16年10月開館）
●東区体育館改修の完了（17年1月開館）、北区体育館改
修の完了（18年１月開館）
●サッカー練習場の整備完了

●サッカー練習場については整備が完了し、18年度から
施設供用開始となった。今後は施設利用状況を見守って
いくとともに、運営主体であるNPO法人の経営状況が厳し
いことから、経営への指導・助言を行っていく必要がある。

●プログラムメニューの開発・充実（特に冬の屋外メ
ニュー）や指導者の養成などについて、事業の実施主体で
ある(財)さっぽろ健康スポーツ財団や競技団体と連携を図
りながら、より一層の事業拡大を進めて行くことが必要であ
る。

施
策
２

施
策
３

施
策
４

施
策
５

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

●トップアスリート活用事業の実施 ●多大な経費をかけることなく、継続的にトップアスリートを
活用した事業が行えるよう、取り組んでいく必要がある。ま
た、スポーツ人材バンクについて、今計画期間中に具体化
できていないことから、改めてそのあり方を検討する必要が
ある。

施
策
１

項目3 スポーツボランティアの経験がある人の割合（％） 項目4 学校開放事業年間延利用者数（万人）

項目1 項目2 直接スポーツ観戦をする人の割合（％）週に１回以上スポーツをする人の割合（成人）（％）

●さっぽろスポーツキャラバン隊事業を実施

●ファイターズ屋内練習場市民開放事業の実施 ●屋内練習場については、特に冬季の予約が集中するた
め、利用可能日の拡大について、北海道日本ハムファイ
ターズとの協議を継続していく。

●2007年FISノルディックスキー世界選手権札幌大会の開
催
●ウインタースポーツフェスタｉｎ大倉山の開催
●中学校スキー授業支援モデル事業を実施

●ノルディックスキー世界選手権については、大会の成果
を札幌におけるウィンタースポーツの活性化へと繋げてい
くことが求められる。

課　　　　　　　　　題評　　　　価（　成　　果　）

4 芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ

重 点 戦 略 課 題 2 スポーツの魅力あふれる街の実現

基 本 目 標
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成 果 指 標 か ら 見 た 重 点 戦 略 課 題 の 評 価
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基 本 目 標 4 芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ

成果指標のうち、「週に１回以上スポーツをする人の割合（成人）」と「スポーツボランティアの経験がある人の割合」につい
ては、ほぼ横ばいであり、今計画期間中には目標に届かなかった。これは、各計画事業は一定の成果を上げているもの
の、少子高齢化や厳しい経済状況などの落ち込み要因もあったことから、結果として、数値を押し上げるまでには至らな
かったことが原因と考えられる。
しかし、北海道日本ハムファイターズの活躍やノルディックスキー世界選手権大会の開催などにより、「直接スポーツ観戦
をする人の割合」は目標には若干届かなかったものの、ある程度の伸びが見られており、市民のスポーツへの関心は決し
て低くはないと考えられる。
重点戦略課題に掲げた「スポーツの魅力あふれる街の実現」のためには、市民が、「観る」だけではなく、「する」「支える」
といったより深い関わりをスポーツに持つことが望ましく、その点から、重点戦略課題については、実現の方向に向けて進
んではいるものの、完全な実現にはさらなる取り組みが必要であると言える。
今後は、「する」「支える」といった部分を強化していくため、「さっぽろスポーツキャラバン隊事業」などの身近にスポーツを
体験できる事業を、一層推進していく必要がある。

重 点 戦 略 課 題 2 スポーツの魅力あふれる街の実現


